
注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

内科・小児科
定点

インフルエンザ 30.0 10 .0 10.0 5 - - ↓ - - - - → －

RS － － － 3 23 5 .75 ↗ － 4 16 5.33 ↗ －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － - 2 0 .50 ↗ － 7 4 1.33 ↓ －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 3 10 2 .50 ↗ － 6 11 3.67 ↗ －

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 9 9 2 .25 → － - - - → －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 1 - - ↓ － - - - → －

手足口病 5.0 2 .0 － 5 3 0 .75 ↓ － 1 12 4.00 ↗ －

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － 15 28 7 .00 ↗ ◎ 4 4 1.33 → －

突発性発疹 － － - 1 3 0 .75 ↗ － - 1 0.33 ↗ －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － 3 7 1 .75 ↗ - - - - → －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 - - - → - - - - → -

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － - - - → －

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 5 1 1 .00 ↓ －

細菌性髄膜炎 － － － - - - → － - - - → －

無菌性髄膜炎 － － － - - - → － - - - → －

マイコプラズマ肺炎 － － － - - - → － - - - → －

クラミジア肺炎 － － － - - - → － - - - → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － - - - → － - - - → －

インフルエンザ
入院報告

－ － － - - － －

－ － － 50 86 ↗ 22 48 ↗

基幹定点

報　告　数　合　計

＜注意報・警報＞
　・川薩保健所管内　伝染性紅斑が第３４週の「３．７５」から「７．００」と報告数が増え,２週連続で警報となります。

　・出水保健所管内　警報開始基準値及び注意報レベルに達した感染症はありません。

＜全数報告＞
  ・川薩保健所管内　　結核（患者２人），百日咳（患者１人）
　・出水保健所管内　　百日咳（患者１人）

＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　なし

定点
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

定点報告数

小児科定点

眼科定点

今週
報告数
（人）

定点
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

前週
報告数
（人）

前週
報告数
（人）

〇　結核予防週間について
厚生労働省は，毎年９月２４日～９月３０日を結核予防週間と定めており，県においてもこの期間中に結核に対する正しい知識の普及
啓発に努めています。

・令和元年度の標語は「あのとき，〇〇していれば・・・」です。

※「後のほうに，結核についての説明がありますのでご参考にしてください」

今週
報告数
（人）

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内 出水保健所管内

〇 結核予防週間について



26週 27週 28週 29週 30週 31週 32週 33週 34週 35週

内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 - - - - - - 0.33 - 0.71 -

　ＲＳウイルス感染症 - - - - - 0.25 - .- 0.33 0.25 0.75 5.75

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 1.00 0.75 1.25 0.75 0.50 0.50 0.33 0.25 - 0.50

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 - 1.50 0.75 0.50 0.75 0.75 1.75 0.67 1.25 0.75 2.50

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 3.00 0.75 0.50 1.75 1.25 2.75 2.33 2.75 2.25 2.25

　水痘 2.00/1.00 1.00 1 .00 .- 0.50 0.25 0.25 0.75 1.33 - 0.25 -

　手足口病 5.00/2.00 - 3.00 3.00 2.00 1.75 1.75 4.50 2.67 1.00 1.25 0.75

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - 1.00 1.50 1.50 1.00 1.00 1.00 2.33 0.75 3.75 7.00

　突発性発疹 - - 1.00 0.75 0.75 0.75 1.00 1.25 1.00 - 0.25 0.75

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - 0.25 - 0.75 0.75 0.75 1.25 1.33 0.50 0.75 1.75

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - - - - - - - 0.25 - -

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 - - - - - - - - - - -

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 - 9.00 4.00 4.00 4.00 1.00 5.00 3.00 3.00 5.00 1.00

細菌性髄膜炎 - - .- .- .- .- .- .- .- .- .- .-

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - - - - - - - - -

26週 27週 28週 29週 30週 31週 32週 33週 34週 35週
内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 - - - 0.20 - - - - - -

　ＲＳウイルス感染症 - - - - - - 0.67 2.00 0.33 1.33 5.33

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 0.33 0.33 - 0.67 1.67 - 2.00 - 2.33 1.33

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 1.00 1.33 1.00 0.67 1.67 0.67 1.33 2.67 2.00 3.67

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 1.00 2.00 2.00 1.33 1.00 0.67 0.33 2.00 - -

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.33 - 1.33 - 0.33 - - 0.33 - -

　手足口病 5.00/2.00 - 3.33 5.33 2.33 1.33 1.33 2.33 2.00 - 0.33 4.00

　伝染性紅斑 2.00/1.00 3 .33 1.67 3.33 1.67 1.00 2.00 1.67 0.67 1.33 1.33

　突発性発疹 - - 0.33 0.33 1.00 1.00 0.33 - 1.00 - - 0.33

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - 0,33 1.33 0.67 1.00 0.67 0.33 1.00 - - -

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 0.33 0.33 - - - - 0.33 0.33 - -

細菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - 3.00 1.00 1.00 - - 2.00 - 1.00 - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - 1.00 - 1.00 - 1.00 - - - -

注意報
基準値

注意報
基準値

疾病
警報/終息

基準値

基幹定点

警報/終息

基準値
疾病

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）
定点種別

小児科定点

眼科定点

定点種別

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

基幹定点

小児科定点

警報発令中 注意報発令中



（注意報・警報）

○伝染性紅斑について
【警報開始基準値 ２．０， 警報終息基準値 １．０】

（第３５週は川薩・出水のみ掲載）
第３５週の伝染性紅斑の発生状況は，川薩
保健所管内からは，２８名（定点あたり報告
数 ７．００ ）の報告があり，第３４週３．７５
から報告数が増加しました。。
出水保健所管内からは，第３４週同様で

４ 名（定点当たり報告数 １．３３ ）の報告
がありました。

注意）伝染性紅斑は，ヒトパルポウイルスＢ
19を病原体とし，幼児，学童の小児を中心
にみられる流行性の発疹性疾患である。
両頬がリンゴのように赤くなることから「リ

ンゴ病」とよばれる。
一般的な予防対策として，手洗い，うがい，咳エチケットを心がけること。

結核とは）
結核菌という細菌が体の中に入ることによって起こる病気です。
初期の症状は風邪と似ていますが，咳，痰，微熱などの症状が長く続くのが特徴です。

病状が進むと咳やくしゃみで結核菌が排出され，他の人にうつすようになります。
また，治療をせずにそのまま放置すると呼吸困難に陥って死に至ることもあります。

結核の現状）
結核は昔の病気と思われがちですが，全国では，年間約１６，０００人の新規結核患者

が発生し，約２，３００人が結核で亡くなっています。
結核は，依然として人々の健康を脅かす感染症であり，決して過去の病気ではありませ

ん鹿児島県でも年間約２３０人の新規結核患者が発生しています。

結核の予防）
結核は，免疫力の低下で発症するので，普段から健康的な生活を心がけましょう。

・睡眠を十分にとる。
・適度に運動をする。
・好ききらいをせずバランスのとれた食事をする。

※ 結核の初期の症状は風邪によく似ています。

・せきが出る。
・痰が出る。
・微熱が続く。

などの症状が２週間以上続く場合は要注意です。
また，高齢者の場合，上記の症状が出ないこともあり，体重減少や食欲不振，倦怠感が

続いたら結核かもしれません。早めに医療機関を受診してください。

また，市町が行っている胸部レントゲン検診や職場等での検診を積極的に受診して，早
期発見に努めましょう。
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26週 27週 28週 29週 30週 31週 32週 33週 34週 35週

伝染性紅斑

県 川薩 出水

（定点数）

注目の感染症 結核




